
高校生の頃に教科書で読んだ坂口

安吾の「ラムネ氏のこと」が今も

心に残っている．久しぶりに読みたくなって探したらウェ

ブの青空文庫にあった．漱石の坊ちゃんを彷彿とさせる

ユーモラスな文章でかつ含蓄に富んでいてやはり面白い．

ラムネ氏とは，安吾と友人らの間で話題となったビー玉

を炭酸で持ち上げてフタにするのを発明した人のことであ

る．ラムネ玉のみならず，我々の周りにあるものは大概誰

かが発明したものだ．現在我々がフグ料理に舌鼓を打てる

のも，胃袋や肝臓，臓物の一つ一つについて各々の訓戒を

残し，果てた幾百十の頓兵衛のおかげだ．愛や恋はかつて

の日本では邪悪な欲望とされていたが，これに反抗を試み

た少数の戯作者たちもまた，ラムネ氏であった．フグは食

うなと遺言した太郎兵衛や，自らの採ったキノコに当た

り，でも何も言い残さず素直に往生した茸名人，あるいは

恐れて食べない者は，ラムネ氏ではなかった．

ラムネ玉を発明したり，色恋のざれごとを小説や歌にし

たりすることは，ちっぽけな，滑稽なことかも知れない．

「然し乍ら，結果の大小は問題でない．フグに徹しラムネに

徹する者のみが，とにかく，物のありかたを変へてきた．

それだけでよからう．それならば，男子一生の業とするに

足りるのである．」この最後のメッセージに，若かりし頃の

私は痺れた．

実は今でも痺れている．何かに徹して物の在り方を変え

るというのは，まさに我々研究者の仕事ではないか．かつ

てフグの胃袋や肝臓について実験を行い，その成果を子孫

に伝えた頓兵衛たちは今，プラズマの揺動やダイバータで

の原子分子の発光，ブランケット内の熱流動，低放射化材

料などなどを研究し，論文にして知識を積み上げている．

何の意味があるのとか，それは無理だとか，IFが低いと

か無いとか，そんな太郎兵衛からの批判は気にしなくてい

い．ただひたすら追求することでのみ，モノゴトは変えら

れる．それだけで十分，男子（女子も）一生の仕事として

足るのだ．

恐れず進め，２１世紀のラムネ氏たち．

（宮澤順一）
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